
～ 現在 氏名 角谷　常子

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】　（主要なもの）

　【学内活動】（学内職歴を含む・主要なもの）

平成15～17年度科学研究費補助金（基盤研究（C））「張家山漢簡『算数書』の総合的研究」分
担研究者

日本秦漢史学会理事（2005年度～2007年度）、木簡学会委員（2005年度～）、歴史講座（日本セ
カンドライフ協会）講演３回（大阪市）

教務委員・国際交流委員

最終学歴

専門分野

所属学会

研究課題

         平成14～16年度　　教 育 研 究 業 績 書

取得学位

2004年奈良大学在職期間

東洋史研究会・史学研究会・日本秦漢史学会・木簡学会・東方学会・日本出土資料
学会

出土資料からみた漢代社会

　京都大学大学院文学研究科東洋史学専攻博士課程単位取得満期退学

博士（文学）

中国古代史



① エチナ川流域の
関について―肩水
金関を中心に―

　単著

② 漢文景期小考 単著

2005年3月

2005年12月

『シルクロード学研究』
vol22 シルクロード学研
究センター

『奈良史学』23号

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

著書､学術論文等の名称

漢代の関所で現存する遺構
は少ない。その数少ない例
としてエチナ川流域におか
れた肩水金関がある。ここ
からは１万数千点もの簡牘
が出土しており、これが全
て公表されれば、関所の研
究は大きな進展をみせるも
のと期待されている。また
近年の発掘調査の進展と簡
牘資料の増加にともない、
関所の研究も進んでいる現
状を踏まえ、金関という辺
境におけれた小規模な関所
をとりあげ、統属関係・設
置場所・役割などの問題を
検討した。その結果、関都
尉のおかれない関は候官に
直属していたこと。関は塞
で囲まれたエリアの最先端
に位置したこと。関は隧や
候官と一体となって防衛シ
ステムに位置づけられたこ
と、を明らかにした。

始皇帝と漢の武帝の間に挟
まれて、あまり注目されて
こなかった文帝景帝期を、
武帝につながる重要な時期
と位置づけて考察すること
によって始皇帝から武帝へ
の推移を明確にせんとし
た。具体的には巡狩・封禅
と対匈奴政策について考察
した。その結果、漢は秦の
施策を受け継ぐが、それが
武帝に至って突然変化する
のではなく、脱秦・漢の確
立への動きが文帝景帝期を
通じて見られることを指摘
し、武帝期に展開される諸
政策がすでに準備されてい
たことを論じた。



① 漢代における石刻
流行の意義（発
表）

単

② トラウマからの栄
光―漢匈奴戦争
（講演）

単

古代東アジアの石刻資料と
情報伝達　於愛媛大学

シルクロード・奈良国際シ
ンポジウム 於奈良県文化
会館国際ホール

2005年10月22日

2005年12月

（その他）

漢代は史上はじめて石刻が
流行した時代である。その
理由として、宦官や外戚に
よる中央政治の乱れが地方
にも及び、人材登用におけ
る混乱がはなはだしくなっ
たことから、禮の実践をア
ピールする必要があったた
め、と理解されている。し
かし、それでは十分に理解
できないものもあり、さら
なる考察の必要があるとの
認識から、石刻研究の現状
と問題点を整理し、さらに
展望を述べた。特に重要な
点として、石刻をモノとし
てとらえる視点、古文書学
的アプローチ、顕彰のもつ
意味の歴史的考察を指摘し
た。

漢の対匈奴政策は武帝の前
後で大きく変わる。高祖劉
邦時代の、いわゆる平城の
恥の敗北以来、漢は一貫し
て和親策を取り続けるが、
武帝に至って積極策に転じ
る。こうした華やかな武帝
の体外遠征の成果は、武帝
の個人的資質ゆえとされが
ちであるが、この政策転換
を個人に帰することなく、
歴史的に考察した。具体的
には、武帝以前、すなわち
文帝や景帝期において、匈
奴内部の切り崩し策が進行
していたこと、軍備を進め
ていたこと、そして情報収
集に努めていたこと、など
を指摘した。


